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第１回ベネッセ・駿台 大学入学共通テスト模試

実施結果を踏まえた共通テスト対策指導のご提案

第2問A 問5

正解率 33.9％
SS70～75 84.9％
SS65～70 70.7％
SS60～65 57.1％
SS55～60 44.0％
SS50～55 31.3％

第2問A 問5英語（リーディング）

「事実」と「意見」を整理する問題で、各学力層で差がついた

2022年度第１回ベネッセ・駿台
大学入学共通テスト模試
「英語（リーディング）」
受験者数： 374,908人
平均点： 43.1点
標準偏差： 19.3

【出典】 問題・集計結果データともに、2022年度「第１回ベネッセ・駿台大学入学共通テスト模試」より。
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第2問A問5は、ウェブサイトに掲載されている「選手たちのコメント」中の「事実」
を読み取る問題で、各学力層で差がつきました。
第２問Aでは、記事やウェブサイトを読み、その概要や要点を把握する問題や、必

要な情報を押さえ、質問文の条件に合う選択肢を選ぶ問題など、様々な問題が出
されます。特に、英文の内容が「事実」なのか「意見」なのかを判断する問題は、共
通テストでも出題が予想される特徴的な形式です。今回の結果からも、生徒は問わ
れている内容が「事実」か「意見」かを判断することに苦戦したことが推測されます。

第2問Aでは「意見」と「事実」を区別する問題をしっかりと対策しておく必要が
あります。これらの問題では、記事の内容と選択肢の内容が「事実」なのか「意見」
なのかを見極める必要があり、さらに質問文から「誰が述べている意見／事実」な
のかを踏まえて解答することが求められます。
●事実…客観的な記述（真偽を問えるもの）であること
●意見…主観的な価値判断を表す記述（真偽を問えないもの）であること
例文や類題を使って、具体例を示すとよりわかりやすくなるでしょう。
これからの２か月で確実に「事実」と「意見」を区別できるようになるには、上記

の特徴を意識しながら、記述内容がどのような文脈で述べられているか、意見と事
実の本質的な相違を意識して英文を読む習慣を、生徒につけさせることがポイント
です。意見と事実の区別には、主観的な形容詞や副詞、助動詞の使用などに注目
させることも効果的です。

結 果 分 析

指導の ご提案

第2問A 問5英語（リーディング）

実戦形式の類題演習のご提案ページへ

「事実」と「意見」を整理する問題で、各学力層で差がついた

https://www.learn-s.co.jp/com/pdf/pg/info/221028/221028er2.pdf

